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3.3.4 設備改良に伴う費用対効果について 
本スタディの結果、アルミニウムスクラップ溶解炉からの POPs 排出を低減するためには、

バグフィルターへの排ガス温度を低下させることが有効な対策であることが分かった。また、排

ガス中へのアルカリ水注入もダイオキシン類については効果的である可能性が高いことも分か

った。これを実現するためには、いくつかの方法が考えられる。例えば、煙道の途中で空気を導

入して、風量を増やして排ガス温度を下げる方法や排ガスダクトを延長して排ガスを冷却する方

法、アルカリ水噴霧により強制的に排ガス温度を下げる方法などがある。これらはいずれも実現

可能であり、個別設備毎に最適な方法を選ぶことにより、十分に効果を得ることが可能である。

設置費用に関しては、工場の立地及び設備毎に対策が異なるため、事業所別に試算すべきである。 
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3.3.5 溶解炉からの POPs 排出抑制へ向けた提言 
 
(1) ダイオキシン類の除去効率を 90%以上とするためには、排ガス温度をフィルター表面で

75℃以下とする必要がある。フィルター表面温度は、バグフィルター入口温度と出口温度の平

均値にほぼ等しいので、目安に使用できる。 
 
(2) ダイオキシン類除去のために、バグフィルター上流で結露しない程度にアルカリ水を注入す

ることは効果がある。ただし、排ガス中の PCBs と HCBz の除去については、アルカリ水注入

の効果は限定的である。 
 
(3) バグフィルター上流での活性炭の注入は、ダイオキシン類の除去に効果はあるものの、条件

によっては期待した効果が得られない可能性もある。活性炭注入を採用する場合は、適用する条

件での検証を行うべきである。 
 
(4) 活性炭注入は PCBs と HCBz の除去には効果的である。ただし、(3)の理由で、ダイオキシ

ン類に対する除去効果を検証することを推奨する。 
 
(5) バグフィルターのろ過速度や差圧は POPs 除去性能にも大きな影響を与える。バグフィルタ

ー設置にあたっては十分に余裕を持った設計とし、ダスト除去性能を高く保つ必要がある。 
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3.3.6 スタディの成果（まとめ） 
 
(1) 排ガス温度は POPs 除去特性に大きな影響を与える。従来、廃棄物焼却炉ではバグフィルタ

ー入口温度を 200℃以下にすれば、フィルター内でのダイオキシン類生成は無視でき、気体状の

ダイオキシン類を除去するために 180℃以下での運転が推奨されている。しかし、アルミニウム

スクラップ溶解炉では、100℃以下でも除去効率は十分とはいえず、90%以上の除去率を得るた

めには、フィルター表面温度で 75℃程度以下とすることが必要である。 
 
(2) 除去効率が 100℃以下でも十分ではない理由は、現状では不明であり、今後の研究を待つ必

要がある。しかし、比較的金属成分の豊富なアルミニウム溶解炉の排ガスでは、その金属成分の

触媒作用による生成が、デノボ合成の温度域以下でも無視できない可能性がある。この仮説が正

しければ、他種金属の溶解炉でも、低温での生成が無視できない可能性があろう。 
 
(3) 同じ非意図的生成 POPs でも、ダイオキシン類と PCBs、HCBz では除去特性が異なる。特

に HCBz では、排ガスの温度制御では 40℃以下とすることが必要であり、その除去には後述の

活性炭添加などを併用する必要があるものと思われる。 
 
(4) ろ布圧力損失の影響は、圧損が低い方が除去効率は向上するとの結果になり、従来の常識に

反する結果となった。この原因としては、実験を行った排ガス温度がダイオキシン類除去効率が

低下し始める温度域であったため、ダスト層が厚くなり触媒作用の影響が顕著に表れた可能性が

ある。これについても詳細は今後の研究を待つ必要がある。 
 
(5) アルカリ水注入は特にダイオキシン類について効果的であった。一方、活性炭注入はダイオ

キシン類についての効果はあるが期待したほどではなく、PCBs、HCBz で顕著な効果が見られ

た。 
 

－27－



 

4. スタディの今後の課題と展開 
 
今回、現在アルミニウム二次合金業界で一般的に使用されている乾式集塵機で、ダイオキシン

類の除去率の向上・安定化を目的にスタディを行い、貴重なデータと解析結果を得た。しかしな

がら、欧州において、標準仕様である吸着剤とアルカリ水溶液の吹き込みによる低減効果につい

ては、ダイオキシン類と他の POPs に対して異なる結果が得られるなど明確な結論は得られず、

継続試験することが望ましい。 
今回得られた結果と過去の試験結果を基に、アルミニウム二次合金業界の集塵設備に関し、標

準的設備仕様及び操業指針を（社）日本アルミニウム合金協会より公表し、業界全体のダイオキ

シン類発生量削減の啓蒙活動を行う。継続試験の必要性のある吸着剤とアルカリ水溶液について

は、その有効性の結論が出次第、追加公表することとしたい。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－28－



  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 禁無断転載 ― 
 
システム開発  ２０－Ｆ－８ 

 
 

アルミニウムスクラップ溶解炉からの 
ＰＯＰｓ排出抑制方法に関する 
フィージビリティスタディ 

報 告 書 
(要 旨) 

 
平成２１年３月 

 
 

作  成  財団法人機械システム振興協会 
                    東京都港区三田一丁目４番２８号 

ＴＥＬ 03-3454-1311 

委 託 先  社団法人日本アルミニウム合金協会 
  東京都台東区浅草橋一丁目２４番３号 
       ＴＥＬ 03-3866-2103 




